
１．概況・要約

□概 況

米国経済は，所得環境に厳しさが残るものの，住宅着工の持ち直しや設備投資の増勢，それに

伴う生産増加などから，緩やかながら回復傾向が進んでいる．欧州（ユーロ圏）経済も，2014年

４-６月期のGDP成長率が前年同期比0.2％増となるなど，生産，輸出に底堅さがみられ，先行

き持ち直し基調が鮮明になることが期待される．一方，アジア経済に目を向けると，中国経済は，

政策効果の顕在化と世界経済の持ち直しを受けて堅調な動きを示しているものの，４-６月期の

GDP成長率は前年同期比7.5％増にとどまっており，当面，景気は規制緩和，インフラ整備，部

分的な金融緩和などの刺激策による効果を受けつつも，おおむね横ばいで推移する見通し．また，

韓国経済は内需を中心に持ち直しの動きが緩やかになっているほか，ASEAN経済は総じて足踏

み状態が続いている．

こうした中，2014年上期の日本経済を概観すると，消費税率が引き上げられた４月以降，駆け

込み需要の反動減から減速．内閣府が７月13日発表した2014年４-６月期のGDP成長率（速報

値）は，物価変動の影響を除いた実質の季節調整値で前期比1.7％減，年率換算で6.8％減と２四

半期ぶりの大幅マイナスとなった．ただ，消費税率引き上げによる反動減は長続きせず，各種政

策効果が発現するなかで，緩やかに回復していくことが期待されている．

一方，福井県経済については，４月以降，住宅需要や新車販売などで消費税率引き上げに伴う

反動がみられるものの，雇用・所得環境の改善による消費マインドの持ち直しや，企業収益の改

善傾向などから，総じてみれば緩やかに回復している．ちなみに，家計部門では，４月以降，自動

車販売や家電販売，その他の高額品需要等で落ち込みがみられたものの，その動きは限定的で消

費は徐々に持ち直している．一方，企業部門では，製造業で眼鏡枠・同部品などが依然低調なが

ら，電気，一般機械，金属，化学などの主要産業は，総じて持ち直している．

□要 約

［第１次産業］

・漁 業 2013年度の福井県の漁獲量は１万１千トン台で，過去10年平均値よりやや少な

く，前年比は横ばいであった．2014年度に入っても横ばいである．暖流系のサワ

ラは回復し，再び寒流系のブリ類を上回った．スルメイカは近年停滞しているが，

冷凍スルメイカの鮮度が長期間維持できるようになり，今後は期待できる．

・農 業 福井県における集落営農数や農業生産法人が増加し，機械の共同所有・共同利用

や水稲・麦・大豆等の生産・販売を行っており，農業の担い手としての役割が大

きい．
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［第２次産業］

・繊維工業 円安や政策効果の期待感もあり，メディカル向けなどの一部品目に受注の改善が

みられるものの，実態としては原材料のコストアップを価格転嫁しきれないこと

などから，依然，厳しい経営環境を強いられている．ただ，一部で織工賃アップ

など持ち直しの動きも出始めている．

・眼鏡工業 消費税率アップに伴う駆け込み需要から春先にかけ持ち直しつつあった生産も，４

月以降は再び厳しさを増すなど，産地の受注・生産は引き続き弱気が支配してい

る．

・機械工業 順調な生産を維持する一般機械に加えて，これまで増勢鈍化が続いた電子部品・

デバイス分野でも持ち直しの動きが強まるなど，総じてみれば堅調な生産・出荷

動向を維持している．

・化学工業 医療用器具，医薬品，化粧品分野などが順調に推移，包装資材関連やスマートフ

ォン向けのプラスチック製品なども徐々に勢いを戻しつつある．ただ，昨今の円

安から原料価格のアップが採算低下につながるなど，引き続き業種・生産品目に

よる格差は拭えない．

・建 設 2014年１-６月期の県内公共工事は，発注件数（累計）で2,119件，前年同期比

で25.1％増，請負金額（累計）は642億22百万円で，3.0％減と発注件数は増加，

請負金額はほぼ前年並みとなった．

［第３次産業］

・小売商況 近畿経済産業局が発表した大型小売店販売状況によると，福井県における2014

年１-６月期の大型店販売額は，全店ベースで375億08百万円で前年同期比3.6％

増となった．また，観光・レジャー関連では，2013年の観光客入込数が，３年ぶ

りに1,000万人台に回復している．

［主要経済指標］

・鉱工業生産指数 2014年に入り原指数は減少傾向から増加へ，季節調整済指数は増加傾向

となる

・電力需要 全体では増加と減少を繰り返し，産業用の需要が減少から増加傾向へ

・保証承諾 保証承諾，代位弁済いずれも減少傾向が続いている

・雇用情勢 有効求人倍率が１を超え続ける

・所定外労働時間 長らく続いた減少傾向からの転換が明確になる

・企業倒産 2013年はおおむね減少傾向が続いている

（南保 勝）
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２．第１次産業

□ 福井県漁業の概況

～2013年度から2014年度前半の

福井県漁業と日本海の漁業～

2013年度の福井県の漁獲量は１万１千ト

ン台で，過去10年平均値よりやや少なく，

前年比は横ばいであり，2014年度に入ってか

ら月による増減があるものの，６ヶ月経過し

た時点でも横ばいである．陸上の気温と同様

に，海面水温は7月まではやや高めで推移し

た．長期的な温暖化の影響により漁獲量が増

加していた暖流系のサワラは，最近の水温の

低下により2012年には1000トンまで減少し

ていたが，2013年には2000トン台まで回復

し再び寒流系のブリ類を上回った．海水温の

微妙な変化が魚種別漁獲量に大きな影響を与

え，福井県にとどまらず，日本海全体の漁に

大きな影響を及ぼしている．

スルメイカは，福井県の漁獲量において

2012年に魚種別でみて６位，2013年は5位の

主要魚種である．漁業種類としてはその他の

釣り漁業に含まれている．福井県の沖合では

毎年５月から６月ころに漁獲され，初夏には

沖合にイカ釣り船が漁り火をともしている光

景がみられる．鮮度のよい沿岸漁業によるイ

カの刺身が美味しいのもこの季節である．し

かしながら，スルメイカは回遊魚であり，他

の季節には福井県ではほとんど漁獲されない．

年間を通して量販店で販売されているものは，

日本海に広く回遊するスルメイカを各地で漁

獲し，冷凍して流通したものである．実は福

井県の漁船も小型の沿岸イカ釣船を除けば，

回遊するイカを追って，春は九州から漁をは

じめ，初夏には福井沖で操業して，秋から初

冬には北海道で操業している．そのイカは，

鮮度がよい状態で船上で急速冷凍されて陸揚

げされるから，そのような冷凍スルメイカの

鮮度は長期間維持できるようになった．生の

イカは鮮度落ちが早く，鮮度がよいうちに急

速冷凍することが重要になっている．こうし

て，季節限定の生のイカの鮮度に近い冷凍イ

カが，広く流通しているわけである．

近年の日本海のスルメイカの漁獲量は長期

的には低迷しており，福井県の漁獲量も少な

い．しかし2014年度の国の日本海区水産研

究所の漁場調査によれば，日本海の沿岸域の

資源は少ないが，日本海の中央部から北海道

の日本海側の資源が近年になく高い水準にあ

るとされている．このような資源を沖合イカ

釣船が漁獲し，船上凍結して流通させること

ができれば，品質のよいものが出回ることが

期待できるだろう．また加工技術の向上によ

り，解凍しても美味しく，便利に利用できる

製品を開発することも可能であり，すでに一

部には商品化されているものもある．

注】数値は福井県水産試験場が公開している

速報値によるものである．

（加藤辰夫）

年月
対前年同月比率

合計
定置網 底びき その他

２０１３．１ １４９．７ １７６．０ １８５．１ １６８．８

２ ６６．０ ６７．３ １１５．９ ７２．６

３ ５０．０ ８７．６ １０７．５ ８６．７

４ １４０．１ ４８．１ ９６．０ ７２．５

５ １００．４ ８９．７ ５２．４ ８６．０

６ ９４．６ １０８．５ １６１．７ １０７．８

７ １１４．０ １３６．８ １０５．６ １１１．８

８ ８６．２ ８７．０ １０８．７ ９３．９

９ ２０２．０ ８３．７ ８８．４ １５０．１

１０ １３９．２ １００．８ ４２．４ １１６．９

１１ ８９．５ ８３．７ ８７．９ ８７．２

１２ ７７．９ １２２．２ １０７．０ ９２．７

合計 １１３．５ ８７．１ ９６．５ １０１．３

図表１ 福井県の漁獲量の変化率
単位：％
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□福井県農業の概況

～集落営農組織の動向～

○集落営農数の推移

北陸４県における集落営農数は（表１），

2,346組織であり，前年に比べて20（0.9％）

の増加であった（2014年２月１日現在，以

下同じ）．

本県においては，新規にできたものが13，

解散・廃止されたものが５となり，結果とし

て８組織の増加，合計588組織となっている．

○農業生産法人化の状況

次に，集落営農組織の法人化の状況をみる

と（表２），北陸４県では850法人（65法人

の増加，集落営農数に占める割合は36.2％），

本県では166法人（９法人の増加，集落営農

数に対する割合は27.8％）である．

以下，表には示していないが，法人形態の

内訳は，農事組合法人152，株式会社11，合

名・合資・合同会社３となっている．

また，法人化していない集落営農組織にお

いて，「農業経営を営む法人となる計画を策

定している」のは北陸４県では49.1％である

のに対して，本県では56.2％となっている．

人・農地プランにおける中心経営体として

位置づけられている集落営農数は，北陸４県

で1,186組織（全体の50.6％）であるのに対

して，本県では279組織（同47.4％）という

状況である．

○集落営農における活動内容

集落営農の活動内容をみると（複数回答），

北陸４県では，「機械の共同所有・共同利用

を行う」（85.7％）が最も多く，続いて「農

産物等の生産・販売活動を行う」（82.1％），

「農家の出役により，共同で農作業を行う」

（65.9％）となっており，本県もほぼ同様の

傾向を示している．

なお，本県における農産物の生産・販売活

動では，「水稲等の生産・販売」（431組織，

73.3％），「麦・大豆等の生産・販売」（347

組織，59.0％）が多く，「畜産物を含むその他

作物」は155組織（26.4％），「農産加工品の

生産・販売」は15組織（2.6％）と少ない．

このように本県では，早くから集落営農が

展開していたこともあり，農業の担い手とし

て集落営農組織の役割が大きいことが依然と

してうかがえる．今後は，法人組織の経営支

援を適切に行うことや，組織リーダーの高齢

化に対応するための継承問題に取り組むこと

が重要な課題である．

【注】

本稿は，北陸農政局が２０１４年３月に公表し

た『集落営農実態調査の結果（北陸）』を

もとに作成した．

（北川太一）

集落営農数 増減
（１４‐１３）

うち新規
うち，解
散・廃止2012年 2013年 2014年

全 国 １４，７４２ １４，６３４ １４，７１７ ８３ ３４０ ２５９

北 陸 ２，２９８ ２，３２６ ２，３４６ ２０ ４０ ２０

新潟県 ６７７ ６８７ ６９４ ７ １２ ５

富山県 ７７９ ７７８ ７７８ ０ ８ ８

石川県 ２７３ ２８１ ２８６ ５ ７ ２

福井県 ５６９ ５８０ ５８８ ８ １３ ５

２０１２年 ２０１３年 ２０１４年 １４‐１３年

全 国 ２，５９３ ２，９１６ ３，２５５ ３３９

北 陸 ７２３ ７８５ ８５０ ６５

新潟県 ２８７ ２９８ ３１５ １７

富山県 ２１４ ２３９ ２６６ ２７

石川県 ７６ ９１ １０３ １２

福井県 １４６ １５７ １６６ ９

表１ 集落営農数の動向
単位：組織

注１）年次はいずれも２月１日現在．
２）解散・廃止，新規は，統合や分割したものも含む．
資料：北陸農政局『集落営農実態調査結果の概要（北陸）』（２０１４年

３月）による．

表２ 集落営農法人数の推移
単位：組織

資料：北陸農政局『集落営農実態調査結果の概要（北陸）』（２０１４年
３月）による．
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３．第２次産業

３－１．繊維工業

【最近の景況】

～厳しいながら，一部で改善傾向～

産地では，円安や政策効果の期待感もあり，

メディカル向けなどの一部品目に受注の改善

がみられるものの，実態としては原材料のコ

ストアップを価格転嫁しきれないことなどか

ら，依然，厳しい経営環境を強いられている．

ただ，海外向けなどで織工賃のアップもみら

れ，一部で持ち直しの動きも出始めている．

ちなみに，衣料分野では，スポーツ向け需

要の回復が鈍いものの，高密度の衣料品など

高付加価値品に動きがみられるほか，非衣料

分野でも医療用貼布材などが堅調に推移して

いる．

ちなみに，2014年６月の織物生産高は，総

計17,081千㎡の前年同期比9.2％増と９か月

連続の増加となった．その中で，主力のポリ

エステルは12,706千㎡の前年同期比17.8％

の増加となっている．一方，同月の染色整理

加工高は，織物が前年同期比2.5％増加し

33,718千㎡であったのに対し，ニット生地

は11,212千㎡の同1.3％減となっている．

（南保 勝）

３－２．眼鏡工業

【最近の景況】

～厳しい受注・生産動向が続く～

眼鏡枠の生産状況をみると，消費税率アッ

プに伴う駆け込み需要から春先にかけ持ち直

しつつあった生産も，４月以降は再び厳しさ

を増すなど，一進一退の状況が続いている．

ただ，企業によっては高価格品に動きがある

との声もあり，外需の持ち直しと合わせて内

需の回復にも期待したい．ただ，全体として

みると，産地の受注・生産は引き続き弱気が

支配している．一方，主力のメタル枠では，

やはり高難度のフレームや多品種小ロットの

ハウスブランドものなどが底堅い．

一方，最近の輸出動向をみると，2014年７

月の輸出実績は，枠類合計（眼鏡枠，眼鏡の

合計）で20億47百万円，前年同月比14.3％

増と，今年に入りおおむね前年を上回り順調

に推移している．ちなみに，眼鏡枠は12億97

百万円の前年比19.2％増，眼鏡は７億59百

万円の同6.9％増となっている．また，仕向

け地別でみても，主力の米国，EUともに順

調な出荷が続いている． （南保 勝）

眼鏡枠関連製品の輸出実績

資料：日本関税協会資料：福井県総務部情報政策課
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３－３．機械工業

【最近の景況】

～生産・出荷動向に持ち直し感が高まる～

本県の機械工業は，順調な生産を維持する

一般機械に加えて，これまで増勢鈍化が続い

た電子部品・デバイス分野でも持ち直しの動

きが強まるなど，総じてみれば堅調な生産・

出荷動向への期待感が膨らんでいる．

ちなみに，一般機械では，工作機械関連で

北米を中心に航空機・医療向けが，また，一

般のはん用・生産用・業務用機械分野でも，

国内での補助金等の活用による政策効果の増

大などから，受注・生産が堅調に推移．需要

分野を業種別でまとめれば，これまでの自動

車分野に加えてエネルギーインフラ分野や産

業機械分野を中心に持ち直し感を強めている．

一方，電子部品・デバイスは，電子部品で

自動車向けが海外需要を中心に好調を持続，

新機種立ち上げの遅れなどから苦戦を強いら

れたスマートフォン需要も持ち直しに転じて

いる．

また，先行きについても，一般機械では政

府の政策効果による需要増加を見込む企業が

みられるほか，電子部品・デバイスも国内需

要は無論のこと海外経済の回復への期待感が

支配している． （南保 勝）

３－４．化学・プラスチック工業

【最近の景況】

～医薬品，化粧品など，総じて順調を持続～

本県の化学・プラスチック工業は，医療用

器具，医薬品，化粧品分野などが順調に推移，

包装資材関連やスマートフォン向けのプラス

チック製品なども徐々に勢いを戻しつつある．

ただ，昨今の円安から原料価格のアップが採

算低下につながるなど，引き続き業種・生産

品目による格差は拭えない．

化学工業は，医薬品で薬価の引き下げが行

われたものの，ジェネリック医薬品の利用促

進策が奏功していることに加え，新薬や

OEMが堅調に推移していることなどから，

生産は概ね堅調に推移している．その他，化

粧品関連や医療用キャビネット・カートなど

も堅調な生産を維持している．

プラスチック工業は，建築部材が一部省エ

ネ効果の高い製品に動きがみられるものの，

消費税率アップ前の駆け込み需要の反動によ

り受注環境は厳しい．ただ，プラスチック工

業全体としては横ばいで推移．先行きに関し

ても，円安による原材料アップへの不安が残

るものの，国内・海外での経済回復に期待感

が広がっており，概ね順調に推移することが

予想される． （南保 勝）

機械工業の鉱工業生産指数の推移（原指数） 化学・プラスチック工業の鉱工業生産指数の推移（原指数）

資料：福井県総務部情報政策課資料：福井県総務部情報政策課

福井県地域経済の概観

6



３－５．建設業

□公共工事

～2014年前半は，期間全体で

発注件数は増加，金額は前年並み．～

2014年１-６月期の県内公共工事は，発注

件数（累計）で2,119件，前年同期比で25.1

％増，請負金額（累計）は642億22百万円で，

3.0％減と発注件数は増加，請負金額はほぼ

前年並みとなった．

月別では，発注件数は１月が前年同月比92.5％

増，２月52.2％増，３月7.0％減，４月6.9％減，

５月36.4％増，６月48.9％増であった．

請負金額は，１月が前年同月比26.6％増，２

月59.3％増，３月14.6％減，４月53.4％減，５

月40.8％増，６月49.3％増．期間全体ではほ

ぼ前年並みの金額となった．

１月-６月の発注者別の状況をみると，国

関連では件数が前年並み，独立行政法人関連

が44.4％減．一方，県関連が20.5％増，市町

関連が42.1％増であった．

また請負金額については，国関連が10.1％

増，独立行政法人関連が66.9％減，県関連が

34.5％増，市町関連が13.2％増であった．

公共工事関連業界では，北陸新幹線などの

交通インフラの整備などの工事が始まり，明

るい見通しに期待する一方で，資材の高騰が

続いていること，技能労働者の不足などを要

因とした人件費の上昇など経営面に対する不

安は高まっており，資金繰りなどを心配する

声が増えている． （芹沢利幸）

□住宅建設

～消費税増税による駆け込み需要の反動が鮮明に．～

2014年１-６月の県内新設住宅着工戸数は，

対前年同月比で１月79.7％，２月74.8％，３月

104.5％，４月98.9％，５月79.5％，６月91.6

％．対前年同期比は，88.8％と駆け込み需要

の反動が鮮明となった．

北陸三県では，同上半期では，石川県が対

前年同期比84.3%，富山県が88.2％であり，

北陸三県で同様の傾向となっている．全国合

計では，対前年同期比97.1％である．

利用関係別では１-６月前年同期比で，持

家が78.3％と需要増をけん引してきた持家の

減少幅が大きくなった．一方貸家が122.3％，

分譲住宅が106.4％となっており，こちらは

４月以降前年を上回っており，不動産投資目

的や相続税対策などによる全国的な増加と同

様の傾向を示している．

福井県中小企業団体中央会が毎月調査して

いる「情報連絡員報告」及び関連業界へのヒ

アリングによると，県内住宅関連工事業界で

は，消費税増税前の駆け込み需要により，４

図表１ 県内公共工事発注件数の推移 図表２ 県内公共工事請負金額の推移

資料：東日本建設業保証株式会社 資料：東日本建設業保証株式会社
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４．第３次産業

□商業

～３月に駆け込みで大幅増．

４月以降落ち込むも回復基調へ．～

近畿経済産業局が発表した大型小売店販売

状況によると，福井県における2014年１-６

月期の大型店販売額は，全店ベースで375億

08百万円で前年同期比3.6％増となった．

月ごとの動向は，１月が前年同月比1.9％増，

２月3.9％増，３月12.9％増，４月1.9％増，５

月0.1％増，６月1.2％増と３月に駆け込み需

要で大幅に増加．４月，５月と反動が見られた

ものの，回復基調となっている．

具体的な消費動向としては，１月は年始か

ら堅調に推移．２月は高額品等で若干動きが

みられ，前年を上回った．３月は，日用品含

め全体的に増税前の駆け込み需要により特に

月後半大幅に増加．４月は，前半駆け込み需

要の反動により落ち込んだものの，月後半か

ら食料品，日用品を中心に回復．５月は，季

節商品の動きが鈍かったこと，高級品や化粧

品等保存が可能な日用品の売上が振るわなか

ったものの，食品を中心に堅調に推移し，ほ

ぼ前年並み．６月に入り，比較的高温が続い

たことなどでファッション関連を中心に堅調

であった．

４月以降，全国的には増税の反動で落ち込

みが続いているが，福井県においては比較的

に落ち込みが少なく，回復も早い結果となった．

福井県中小企業団体中央会が調べた県内主

要共同店舗（地元協同組合方式のショッピン

グセンター，以下 SC）の直近の売上動向調

査によると，４月以降消費税増税後の落ち込

みは限定的で，全体でみれば堅調に推移して

いるものの，宝飾品など高級品や嗜好品につ

いては大幅な落ち込みがあり，回復傾向が見

えない．

小売サービス業全体の懸念材料として，販

売員等の従業員の確保が難しく，SC内の家

族経営の小規模店舗では，人員体制が整わず，

経営者の負担が大きくなり，販売への影響や

今後の事業継続への不安が高まっている．

（芹沢利幸）

月までは多忙であったが，５月以降駆け込み

需要の反動が鮮明になっている．

さらに不安材料として消費税増税分に加え，

材料コストや燃料コストの上昇が続いている

が，中小・小規模事業者の多くが価格に転嫁

できず，経営を圧迫しており，先行きに不安

を抱えている．

また，職人の高齢化と若手職人の不足が顕

著になってきており，さらに事業継続への不

安を増している． （芹沢利幸）

図表１ 県内新設住宅着工戸数の推移

資料：福井県土木部建築住宅課

図表１ 大型小売店販売額の推移(全店ベース)

資料：近畿経済産業局

福井県地域経済の概観
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□観光・レジャー

～平成25年の観光客入込数が，

３年ぶりに1,000万人台に回復．～

国土交通省観光庁が発表した，「宿泊旅行

統計調査報告」（「平成26年１～３月」平成26

年７月１日発表）によると，福井県での延べ

宿泊者数は１-３月期で750,940人（前年同

期比116.3％）であった．そのうち過去１年

間観光目的の宿泊者が50％以上の施設には

１-３月期で404,790人（同124.9％），観光目

的の宿泊者が50％未満の施設には，同344,340

人（同108.0％）と，期間中昨年に比べ観光

目的の宿泊者数が増加した．

延べ宿泊者数のうち１-３月期で県内から

177,850人（同117.1％），県外から559,400

人（同118.6％）であった．

県外客のうち，従業員数100人以上の宿泊

施設の居住地別宿泊者数を見ると，１-３月期

では東京都8,205人，愛知県6,641人，大阪

府4,741人，石川県3,322人，滋賀県2,042人

の順．昨年同期と順位に大きな変化はないが，

愛知県からの宿泊者数が昨年同期の3,917人

から大幅に増加した（前年同期比169.5％）．

外国人宿泊者数（従業員10名以上の施設

への宿泊者数）については，１-３月期で延べ

6,140人（前年同期比134.6％）で，そのう

ち台湾1,450人，香港1,290人，中国1,100人，

韓国760人，アメリカ330人の順であった．

□自動車販売

～乗用車，軽自動車ともに

前半は駆け込み需要で大幅増．～

福井県自動車販売店協会がまとめた新車販

売台数をみると，2014年１-６月期で総計

26,029台，前年同期比で110.7％であった．

消費税増税前の駆け込み需要で，前年同月比

で１月130.9％，２月120.5％，３月114.5％と

大幅増だった一方，４月98.4％，５月99.2％，

６月96.1％と３ヶ月連続前年を割り込む結果

となった．

車種別の動向をみると，乗用車（普通車及

び小型車）は，前年同期比で108.6％．月別

では１月132.4％，２月112.8％，３月107.4％，

４月99.2％，５月100.3％，６月97.7％と４月以降，

駆け込み需要の反動で落ち込んだ．

軽自動車については，前年同期比で110.0

％．月別では１月128.5％，２月126.9％，３

月121.3%，４月98.4％，５月95.8％，６月96.0

％であり，乗用車以上に４月以降の落ち込み

が顕著となっている．

貨物車（小型貨物及び普通貨物）は，前年

同期比で117.6％．月別では１月161.2％，２

月153.1％，３月134.7％，４月91.0％，５月

115.8％，６月86.8％と，法人需要を中心に

１-３月は駆け込み需要により増加傾向が顕

著であった．

自動車業界では７月以降，ハイブリッド車

や新型エンジンを搭載し燃費を向上させた新

型車の投入などにより販売の回復を見込んで

いるが，耐久消費財に対する消費動向の先行

き不透明な状況を懸念する声もある．

（芹沢利幸）

図表１ 県内新車販売台数の推移（前年同月比）

資料：福井県自動車販売店協会
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また，施設所在地別客室稼働率は，福井市

で１月53.6％，２月60.2％，３月70.8％，１-３

月期では61.6％（前年同期は50.7％）であった．

あわら市では，１月55.5％，２月56.9％，３月

61.6％で，１-３月期では58.0％（前年同期は

51.4％）であった．

また，平成26年５月22日発表「福井県観

光客入込数（推計）」（福井県観光営業部観光

振興課）によると，平成25年（１月～12月）

の福井県の観光客数（実人数）は，1,034.4万

人（対前年比105.8％）で，うち日帰り客は

781.1万人（同106.3％），宿泊客は253.3万

人（同104.3％）であった．

主な動向としては，ゴールデンウィークの

日並びがよく天候にも恵まれたことから，「レ

インボーライン」（対前年比＋38.8％）など，

屋外の観光地で入込が増加．夏季は，ミケラ

ンジェロ展が好評だった「福井県立美術館」

（同＋89.2％），子供連れで賑わった「恐竜博

物館・かつやま恐竜の森」（同＋29.0％）な

どで入込が増加．秋季はほぼ前年並みとなっ

たが，冬季は，降雪に恵まれた「スキージャ

ム勝山」（同＋8.2％）などで増加し，年を通

じて前年を上回った．

県外からの観光客は，456万人（同＋6.7％）

となった．北陸新幹線金沢開業を見据え，首

都圏や北陸新幹線沿線地域でのプロモーショ

ン活動を強化したことで，関東地区からの観

光客数（実人数）が30.3万人（同＋8.6％）と

過去最高であった． （芹沢利幸）

平成２６年１‐３月

１ 東京都 ８，２０５

２ 愛知県 ６，６４１

３ 大阪府 ４，７４１

４ 石川県 ３，３２２

５ 滋賀県 ２，０４２

６ 京都府 １，８３０

７ 岐阜県 １，３８９

８ 兵庫県 １，０４７

９ 鳥取県 ９６１

１０ 三重県 ８００

平成２６年１‐３月

１ 台湾 １，４５０

２ 香港 １，２９０

３ 中国 １，１００

４ 韓国 ７６０

５ アメリカ ３３０

６ シンガポール ２４０

７ タイ ２００

８ ドイツ ８０

９ イギリス ６０

１０ フランス ５０

全体額
（対前年比）

区 分

県 内 客 県 外 客

日帰り 宿 泊 日帰り 宿 泊

８３６億円 １０８億円 １３７億円 １１６億円 ４７５億円

（１０４．９％） （１０４．８％） （１０６．２％） （１０８．４％） （１０３．７％）

区 分
観光客数（実人数）

対前年比
平成２５年
構成比

［参考］観光客数（延べ人数）

平成２５年 平成２４年 平成２５年 平成２４年

県内客 日帰り ５，１１３，０００ ４，８６９，０００ １０５．０ ４９．４ ９，５６２，０００ ９，１０２，０００

宿 泊 ６７１，０００ ６３２，０００ １０６．２ ６．５ ７４５，０００ ７０１，０００

計 ５，７８４，０００ ５，５０１，０００ １０５．１ － １０，３０７，０００ ９，８０３，０００

県外客 日帰り ２，６９８，０００ ２，４７７，０００ １０８．９ ２６．１ １１，６４８，０００ １０，８４８，０００

宿 泊 １，８６２，０００ １，７９６，０００ １０３．７ １８．０ ２，３８７，０００ ２，３０３，０００

計 ４，５６０，０００ ４，２７３，０００ １０６．７ － １４，０３５，０００ １３，１５１，０００

合 計 日帰り ７，８１１，０００ ７，３４６，０００ １０６．３ ７５．５ ２１，２１０，０００ １９，９５０，０００

宿 泊 ２，５３３，０００ ２，４２８，０００ １０４．３ ２４．５ ３，１３２，０００ ３，００４，０００

計 １０，３４４，０００ ９，７７４，０００ １０５．８ １００．０ ２４，３４２，０００ ２２，９５４，０００

図表１ 居住地別宿泊者数【福井県】 図表２ 国籍別外国人宿泊者数【福井県】
（延べ 人） （延べ 人）

図表１・２ 観光庁「宿泊旅行統計調査」観光庁「宿泊旅行統計調査報告（平成２６年１月～３月）

図表３ 平成２５年 福井県観光消費額

福井県観光営業部観光振興課「福井県観光客入込数（推計）」

図表4平成25年の福井県の観光客入込概要 （単位：人，％）

福井県観光営業部観光振興課「福井県観光客入込数（推計）」
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５．主要経済指標

□鉱工業生産指数

～2014年に入り原指数は減少傾向から増加へ，

季節調整済指数は増加傾向となる～

2010年を100とする2014年６月の鉱工業

生産指数（総合）は，原指数で114.3となり，

前年同月比5.2％の増加となった．2013年10

月から基準時が2005年から2010年に変更さ

れ，業種分類の一部変更，ウエイトや採用品

目，季節調整方法も見直された．2013年10

月から2014年５月まで８か月連続で減少を

続けていたが，６月は増加した．

業種別でみると，生産用機械工業（前年同

月比199.5％増加），一般機械工業（同119.9

％増加），食料品工業（同23.6％増加），その

他の工業（同14.5％増加）など増加した業種

も多く，衣類（同38.0％減少），化学繊維・

紡績（同36.8％減少），窯業・土石製品工業

（同8.9％減少）など，減少した業種は少なく

なっている．

また，季節調整済指数（総合）は112.5で，

前月比2.7％の増加となった．こちらは2014

年４月から３か月連続で増加している（図表

１，２）． （井上 武史）

□電力需要

～全体では増加と減少を繰り返し，

産業用の需要が減少から増加傾向へ～

北陸電力福井支店の発表による2014年７

月の電力需要は，609.5百万 kWhとなり，前

年同月比2.6％の減少と，３か月連続して前年

を下回った．

用途別では，電力は対前年比で8.9％減少

し，電灯も気温が前年よりも下回ったことに

よる冷房需要の減少などから同6.4％の減少

となった．また，業務用についても冷房需要

の減少などから，同2.9％の減少となっている．

一方，産業用については同0.4％の減少と

前年並みとなった．2011年11月から2013年

５月まで19か月連続で減少していたが，10月

から2014年５月まで８か月連続で増加し，

その後は再び減少に転じている．業種別需要

実績（大口）でみると，増加したのは鉄鋼（前

年同月比13.7％増，2.0百万 kWh）を始め，

化学（同2.6％増，41.5百万 kWh），金属製品

（同2.6％増，3.5百万 kWh），など６業種であ

った一方，減少した業種は紙・パルプ（同16.6

％減，3.3百万 kWh）を始め，公共用等（同3.2

％減，26.2百万 kWh），繊維（同2.6％減，46.9

百万 kWh）など４業種であった（図表３）．

（井上 武史）

業 種
原指数（H22年＝100）季節調整済指数（H22年＝100）

前年同月比（％） 前月比（％）

鉱工業総合 １１４．３ ５．２ １１２．５ ２．７

繊維工業 ９１．６ ▲７．４ ９０．８ １．０

織物 １０２．２ ３．４ １０４．１ １．７

染色整理 １０４．４ ２．９ ９９．９ ３．０

その他の繊維 １１８．５ ８．３ １１６．７ ４．３

機械工業 １４７．８ １０．９ １４６．９ ４．６

一般機械 １１７．４ １１９．９ １７９．７ ▲１０．５

電気機械 ８６．４ ▲４．５ ９５．０ ▲２．８

輸送機械 １３７．１ １２．０ １３４．２ ０．０

化学工業 １０４．０ ５．１ ９７．７ ４．９

プラスチック工業 １０１．２ ６．２ １０１．５ ▲２．７

その他の工業 ８６．３ １４．５ ９０．７ ６．０

図表１ 鉱工業生産指数の動き

図表３ 電力需要

図表２ 業種別生産指数（2014年６月）

資料：福井県総務部政策統計課 資料：北陸電力福井支店
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□保証承諾

～保証承諾，代位弁済いずれも

減少傾向が続いている～

福井県信用保証協会がまとめた2014年７

月の保証承諾は，件数で342件（前年同月比

14.7％減），金額では46億56百万円（同4.9

％増）と，件数が減少し金額では増加した．

また，１件あたりの承諾額（1,361万円）で

も前年（1,106万円）を上回っている．前年

同月比で傾向をみると，件数では2013年５

月から15か月連続で減少しているが，金額

では2013年10月から９か月連続で減少して

７月に増加した．全体的には，概ね減少傾向

にあると言える．

業種別では，建設業が13億66百万円（前

年同月比6.2％減少）で引き続きトップ，以

下，卸売業の９億71百万円（同2.4％減少），

小売業の５億２百万円（同21.2％増加），サ

ービス業の３億82百万円（同4.3％増加）と

続いている．

資金用途別（当月末）では，運転資金（貸

付）が44億10百万円となり，全体の94.7％

を占めている．また，設備が２億33百万円

（全体の5.0％）となっている．

一方，代位弁済は43件（16企業）の３億

48百万円で，前年同月比は件数で8.5％減少，

金額では44.8％の大幅減少となった．2013年

６月から概ね減少傾向に転じ，2014年に入っ

ても金額が前年同月比で増加したのは６月の

みである（図表４）． （井上 武史）

□雇用情勢

～有効求人倍率が１を超え続ける～

2014年７月の雇用情勢は，求職者数（11,990

人）を上回る求人数（16,787人）となり，有

効求人倍率（季節調整値）は1.49倍となった．

2008年11月まで55か月連続で１倍台となっ

て以降，逆に25か月連続で１を割り込んで

いたが，2011年１月から再び43か月連続で

１倍台を維持している．2014年３月以降は

1.5前後で推移している．

一方，新規求人倍率は，新規求人数が6,428

人，新規求職申込件数が2,943人で，1.92倍

（季節調整値）となっている．こちらは2009

年８月に１倍台を回復して以来60か月連続

で１を超えている．2014年に入って６月まで

は２倍を上回っていたが，７月は1.92となった．

７月の新規求人数を職種別にみると，製造

業は956人で前年同月比3.7％の増加となっ

ている．業種別に内訳をみると，増加したの

は鉄鋼業の300.0％増を始め，電子部品・デ

バイス・電子回路製造業の212.5％増，電子

機器等の212.2％増，ゴム製品製造業の200.0

％増，生産用機械器具製造業の75.0％増など，

多くの業種で増えている．一方，非製造業で

は増加した業種は少なく，職業紹介・労働者

派遣業の37.6％減，生活関連サービス業・娯

楽業の36.0％減，宿泊業の23.0％減など，

減少した業種が多かった（図表５）．

（井上 武史）

図表５ 月別求人求職状況

（新規学卒を除きパートを含む）図表４ 保証承諾の推移

資料：福井県信用保証協会 資料：福井労働局
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□所定外労働時間

～長らく続いた減少傾向からの転換が明確になる～

毎月勤労統計調査により，2014年６月の所

定外労働時間（規模30人以上の事業所）を

みると，2010年の平均を100とした指数で

103.7と，前年同月比で3.7％増となった．

2012年11月から７か月連続で減少していた

が，2013年6月以降は13か月連続で増加して

いる．2013年10月には，110を超える高水準

となった．また，景気動向と関係が深い製造

業では，６月に106.2（同13.2％増加）とな

った．こちらも2013年７月から12か月連続

で増加しており，2013年12月以降は二桁の

増加率を記録した月が多い．いずれも，長ら

く続いた減少傾向からの転換が明確になって

いる．

なお，業種別でみると増加と減少がほぼ同

じ数となった．減少したのは宿泊業・飲食サ

ービス業の前年同月比38.2%減を始め，教育

・学習支援業（同24.3%減），電気・ガス・

熱・水道業（同10.0%減），金融業・保険業

（同5.8%減）など７業種となっている．また，

増加した業種は生活関連サービス業・娯楽業

の前年同月比280.4%増を始め，製造業（同

13.2%増），建設業（同8.5%増），情報通信業

（同6.1%増）など８業種となった（図表６)．

(井上 武史）

□企業倒産
～2013年はおおむね減少傾向が続いている～

東京商工リサーチ福井支店発表による

2014年８月の企業倒産は４件発生し，３億

5,800万円の負債総額であった．前年同月と

比較して件数は２件，負債総額では約４億

1,100万円の減少となった．2014年に入って

４月と５月は倒産件数と負債総額いずれも大

幅に増えたが，以降は落ち着きを取り戻して

いる．

資本金別では１千万円以上が２件，個人企

業他が２件と，比較的小規模であった．負債

規模別では１億円以上の倒産が１件，５千万

円以上が１件，１千万円以上が２件となって

いる．また，業暦別では創業20年以上が１

件，10年以上が１件，不明が２件であった．

業種別では建設業が２件，窯業・土石製品

製造業とその他の卸売業がそれぞれ１件ずつ

となっている．原因別では，販売不振が３件

で，他社倒産の余波が１件あった（図表７）．

なお，2014年上半期の状況を総括すると，

倒産件数は42件，負債総額は56億9,000万

円であった．件数は23.5％の大幅増であった

が，負債総額では17.1％の減少となった．た

だし，件数も過去10年間では少ない方であ

る．東京商工リサーチ福井支店によると，倒

産は総じて小康を保っているが，金融政策の

下支えの様相が色濃く残り，先行きの景気不

透明感も払拭されていないという．

（井上 武史）
図表６ 労働時間指数（所定外）の推移

規模30人以上
図表７ 企業倒産の推移

資料：福井県総務部政策統計課 資料：東京商工リサーチ福井支店
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